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	プロテインキナーゼN1(PKN1) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プロテインキナーゼCスーパーファミリーに属します。このキナーゼは、低分子Gタンパク質のRhoファミリーによって活性化され、Rho依存性シグナル伝達経路を媒介する可能性があります。このキナーゼは、リン脂質および限定的なタンパク質分解によって活性化されます。3-ホスホイノシチド依存性プロテインキナーゼ-1 (PDPK1/PDK1) はこのキナーゼをリン酸化することが報告されており、アクチン細胞骨格へのインスリンシグナルを媒介する可能性があります。アポトーシスの際にカスパーゼ-3または関連プロテアーゼによってこのキナーゼがタンパク質分解活性化されることは、アポトーシスに関連するシグナル伝達におけるこのキナーゼの役割を示唆しています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,ドメイン：C1ドメインはジアシルグリセロール（DAG）に結合しません。,酵素調節：脂質、特にカルジオリピンによって活性化され、他の酸性リン脂質によっても程度は低くなります。完全に活性化するには、2つの特定の部位、Thr-774（キナーゼドメインの活性化ループ）とSer-916（ターンモチーフ）をリン酸化する必要があります。,機能：リボソームタンパク質S6をリン酸化できます。GTPase Rho依存性細胞内シグナル伝達を媒介します。,PTM：トリプシンによる限定的なタンパク質分解によって活性化されます。,PTM：セリンが自己リン酸化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 PKCサブファミリー。,類似性：AGCキナーゼC末端ドメインを1つ含む。,類似性：C2ドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,類似性：REM（Hr1）リピートを3つ含む。,サブユニット：ZA20D3と相互作用する（類似性による）。RhoAおよびRac1と相互作用する。,組織特異性：普遍的に存在。心臓、脳、胎盤、肺、骨格筋、腎臓、膵臓に発現する。,
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	LPS処理または未処理のHela細胞を、一次抗体を1:1000希釈でウェスタンブロット分析した。二次抗体は1:10000希釈で行った。

